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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/24現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

9月気象状況    (父島) 

最高気温   32.0℃ 

最低気温   24.9℃ 

平均気温   28.4℃ 

平均湿度   86％ 

月降水量   54.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(10/1) 

             2、599人 

             父島      母島                

  人口      2、144人   455人 

  世帯      1、255    272 

                   
  

                            

 

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

健
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
予
約
受
付
期
間
】 

11
月
２
日(

木)

～
16
日(

木) 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

(

正
午
～
午
後
１
時
30
分
・
土
日
祝
日
は
除
く) 

【
予
約
方
法
】
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
先
】 

《
父
島
》
村
民
課
住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

 
 
 
 

予
約
専
用
携
帯
電
話(

父
島) 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０-

８
８
６
７-

３
４
３
２ 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

【
注
意
事
項
】 

○
電
話
予
約
の
際
に
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類
、

希
望
の
日
時
・
検
査
項
目
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

〇
日
時
は
、
時
間
帯
ご
と
に
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
午
前
中
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
胃
が
ん
検
診
を

受
診
さ
れ
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
午
後
の
時
間
帯

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
血
液
検
査
の
数
値
は
食

後
の
時
間
を
計
算
し
て
実
施
す
る
の
で
、
午
後
の

受
診
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

【
感
染
症
対
策
】 

○
健
診
日
当
日
に
体
の
不
調
が
あ
る
場
合
は
無
理
を

せ
ず
、
健
診
を
控
え
る
と
と
も
に
、
電
話
等
で
健

診
日
の
変
更
等
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
会
場
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
手
指
消
毒
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
健
診
受
付
時
間
】
午
前
８
時
～
11
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時 

※
父
島
の
女
性
が
ん
検
診
受
付
時
間 

 

午
後
４
時
ま
で(

28
日
は
午
後
１
時
30
分
ま
で) 

※
父
島
の
肺
が
ん
・
結
核
健
診(

胸
部
Ⅹ
線) 

(

撮
影
は
保
健
所) 

 

○
午
前
８
時
30
分
～
正
午 

 

○
午
後
１
時
30
分
～
４
時 

 
 
 
 
 
 
 
(

28
日
は
午
後
１
時
ま
で) 

                                       

【
対
象
者
】
年
齢
基
準
は
令
和
６
年
３
月
31
日 

 

◎
基
本
健
診 

○
30
歳
～
39
歳
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方

(

た
だ
し
、
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
検
診
対
象

と
な
る
35
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
事
業
所

に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要) 

○
40
歳
～
74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方(

年
度
の
途
中
に
国
保
に
加
入
し
た
方
も
含

む) 

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方 

○
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方 

○
一
部
の
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
の
方 

(

各
事
業
所
取
り
ま
と
め
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要) 

 

○
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
被
保
険
者
で
35
歳
以

上
の
方(

事
業
所
に
よ
る
事
前
登
録
が
必
要) 

○
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、

村
役
場
で
の
受
付
を
済
ま
せ
た
方 

※
事
前
登
録
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
９
月
号
を

参
照
く
だ
さ
い
。 

 

◎
が
ん
検
診
等 

○
胃
が
ん
検
診 

…

50
歳
以
上
の
方
、
も
し
く
は
昨
年
度
内
視
鏡

検
査
で
所
見
の
あ
っ
た
方 

○
肺
が
ん
・
結
核
検
診(

胸
部
Ｘ
線) 

…

40
歳
以
上
の
方 

○
大
腸
が
ん
検
診(

※
１) 

…

40
歳
以
上
の
方 

○
喀
痰
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診(

※
２) 

…

50
歳
以
上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
な
方
等 

○
女
性
が
ん
検
診(

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検

診) 

 
…

30
歳
以
上
の
方
／
事
前
申
し
込
み
を
し
た
20

歳
の
方(

子
宮
頸
が
ん
の
み) 

○
前
立
腺
が
ん
検
診 

 
…

基
本
検
診
受
診
者
で
50
歳
以
上
の
方 

○
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査(

Ｂ
型
・
Ⅽ
型) 

…

40
歳
の
方 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

  

第
46
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

場所 

日時 

項目 

母島：診療所 父島：福祉センター ／ 肺がん・結核健診(胸部 X線)撮影は保健所 

11／20(月) 11／21(火) 11／23(木) 11／24(金) 11／25(土) 11／26(日) 11／27(月) 11／28(火) 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

基本

健診 
○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

肺 

がん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

女性

がん ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
１3時

30 分

まで 

胃 

がん ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

…
40
歳
以
上
で
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方 

※
所
属
し
て
い
る
事
業
所
で
健
康
保
険
に
加
入
し
、

事
業
所
の
実
施
す
る
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
た

方
、
受
診
す
る
予
定
の
方
は
、
基
本
健
診
の
対
象

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方
で
も
、
住
民
と

し
て
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す(

前

立
腺
が
ん
検
診
を
除
く)

が
、
受
診
票
の
作
成
が

必
要
な
た
め
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
村
民
だ
よ
り
９
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
職
域
健
診
の
対
象
者
は
年
齢
基
準
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
の
担
当
者
の
方
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

                         

※
１
：
大
腸
が
ん
検
診(

１
次
検
査) 

検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査
に
な
り
ま
す
。
２
次
検

査
は
、
内
地
医
療
機
関
で
の
検
査
と
な
り
ま
す
。 

 

健
康
診
断
を
ご
予
約
の
際
に
お
申
込
み
い
た
だ

き
、
表
の
日
程
で
検
体
容
器
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。(

母
島
で
受
け
取
っ
た
容
器
を
父
島
で
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
の
都
合
等
で
父
島
で

受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
父
島
健
診
期
間
中
に
改
め
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。) 

                        

※
２
：
喀
た
ん
検
査
に
よ
る
肺
が
ん
検
診 

50
歳
以
上
で
喫
煙
指
数(

１
日
の
喫
煙
本
数×

喫

煙
年
数)

が
６
０
０
以
上
、
も
し
く
は
40
歳
以
上
で

６
か
月
以
内
に
血
痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
が

対
象
で
す
。 

専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を
取
り
、
提
出

し
て
い
た
だ
く
簡
単
な
も
の
で
す
。
採
取
し
た
検
体

は
11
月
の
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
際
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。 

検
体
容
器
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
直
接
申
込
み
先

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
、
代
理
の
方
で

も
結
構
で
す
。 

《
容
器
配
布
期
間
》
11
月
２
日(

木)

～
16
日(

木) 

 

【
健
診
受
診
の
注
意
事
項
】 

○
対
象
者
に
は
、
11
月
初
旬
に
受
診
票
を
送
付
し

ま
す
。
受
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

○
国
保
年
度
途
中
加
入
者
で
受
診
票
が
届
か
な
い
方 

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

○
健
診
当
日
は
必
要
事
項
を
記
入
し
た
受
診
票
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
受
診

券
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診(

Ｂ
型
・
Ⅽ
型)

を
実
施
し
ま
す
。
受
診
票
に
検

査
希
望
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
肺
が
ん
・
結
核
健
診(

胸
部
Ⅹ
線)

は
保
健

所
で
実
施
し
ま
す
。
先
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
付

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
保
健
所
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

○
予
約
時
間
は
受
付
時
刻
の
目
安
で
す
。
受
診
時
刻

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
出
し
の
順
番
は
予
約
時

間
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
時
間
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
次
の
予
約
枠
の
方
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
の
女
性
が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検
診
は
、
待
ち

時
間
が
１
～
２
時
間
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
両
検
診
を
同
日
に
受
診
す
る
場
合

は
、
午
前
と
午
後
に
分
け
て
の
予
約
と
な
り
ま

す
。(

当
日
の
混
み
具
合
に
よ
っ
て
午
前
中
に
両

検
診
を
ご
案
内
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。) 

○
女
性
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ

て
内
地
で
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
受
診
予
定
の
方

は
、
今
回
の
健
康
診
断
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

○
健
診
機
関
お
よ
び
小
笠
原
村
に
よ
る
健
診
に
お
け

る
個
人
情
報
の
取
得
に
関
し
て
は
、
健
診
の
受
付

を
し
た
段
階
で
同
意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。 

○
健
診
期
間
中
上
京
さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
月
21

日
～
１
月
31
日
ま
で
、「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元

氣
プ
ラ
ザ
」
で
受
診
で
き
ま
す(

土
日
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く)

。 

申
込
み
は
受
診
票
が
届
い
て
か
ら
、
ご
自
身
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。
検
診
内
容
に
よ
っ
て
は
ご
希
望

の
日
時
に
添
い
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
託
児
所
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
子
様
連
れ
の
方
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
遊
戯
室 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課 

住
民
係 

       

２―

３
１
１
３ 

 
  

母
島
支
所 

庶
務
係       

３―

２
１
１
１ 

     

今
年
度
も
引
き
続
き
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
健
康

診
断
時
に
併
せ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
で
、
今
ま
で
風
し
ん
抗
体
検
査
及
び
風

し
ん
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
。 

【
申
込
方
法
】 

① 

基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方 

11
月
２
日(

木)

か
ら
始
ま
る
予
約
で
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

基
本
健
診
受
診
対
象
者
で
な
い
方 

《
父
島
》
健
診
期
間
中
の
午
後
１
時
～
３
時
ま
で
の

間
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

《
母
島
》
健
診
期
間
中
に
健
診
会
場(

母
島
診
療
所)

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

大腸がん検診 

 

 

 

申込及び 

配布日・ 

受取場所 

採便日 提出日 提出時間 提出場所 

母

島 

11月２日 

～17日 

母島支所 

11月19日 

～11月21日 

のうち２日間 

11月20日 
8～11時 

13～15時 
母島診療所 

11月21日 8～11時 母島診療所 

父

島 

11月 23日

～28日 

地域福祉 

センター 

11月27日 

～11月30日 

のうち２日間 

11月28日 13～15時 
地域福祉 

センター 

11月30日 
9時30分 

～10時30分 

地域福祉 

センター 

※提出時間厳守でお願いいたします。 

 

 

風
し
ん
抗
体
検
査 
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【
持
ち
物
】
本
人
確
認
で
き
る
も
の(

免
許
証
、 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
等) 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課 
住
民
係 

        

２―

３
１
１
３ 

    

母
島
支
所 
庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
に
つ
い
て
、
対
象
の
方
へ
７
月
に
確
認
書
を
発

送
し
、
返
信
い
た
だ
い
た
方
か
ら
順
次
３
万
円
の
給

付
を
し
て
お
り
ま
す
。 

①
確
認
書
を
受
け
取
ら
れ
た
方 

…

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

②
小
笠
原
村
か
ら
の
案
内
が
届
か
な
い
も
の
の
、
支

給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
の
方 

③
令
和
５
年
１
月
～
９
月
の
収
入
が
予
期
せ
ず
減
少

し
た
た
め
家
計
が
急
変
し
、
同
一
の
世
帯
に
属
す
る

全
員
が
、
住
民
税(

均
等
割)

非
課
税
世
帯
と
同
様
と

な
ら
れ
た
方 

…

必
要
書
類(

村
民
だ
よ
り
８
月
号
に
掲
載)

を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。(

申
請
書
は
小
笠

原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
、
総
務
課
総
務
係
お
よ
び
母
島
支
所
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
。) 

【
申
請
期
限
】
11
月
30
日(

木)

ま
で 

※
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し 

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

●
提
出
窓
口
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

   

10
月
１
日
以
降
の
各
請
求
料
金(

水
道
・
下
水

道
・
浄
化
槽)

へ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
と
し
て
ご
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
、「
適
格
請
求
書
」
を
発
行
し
ま

す
。 必

要
な
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
電
話
か
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
、
も
し
く
は
窓
口(

建
設
水
道
課
・
母
島

支
所)

ま
で
お
越
し
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
連
絡
先
】 

○
建
設
水
道
課 

代
表
電
話 

 

２―

３
１
１
５ 

○
母
島
支
所 

 

代
表
電
話 

 

３―

２
１
１
１ 

○
代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

kensui@vill.ogasawara.tokyo.jp 

 
ま
た
、
事
業
者
名
・
登
録
番
号
に
つ
き
ま
し
て

「
媒
介
者
交
付
特
例
制
度
」
を
利
用
し
て
お
り
ま

す
。
下
水
道
使
用
料
単
独
、
も
し
く
は
浄
化
槽
使
用

料
単
独
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
表
記
上
は
「
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
」
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。 

 ●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２―

３
１
１
５ 

     

令
和
５
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
お
よ
び
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
会
を
芝
税
務
署
か
ら
職
員
を

派
遣
し
て
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。 

源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
等
で
使
用
す
る
用
紙
や
手

引
き
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
」

(https://www.nta.go.jp/users/ 

gensen/index.htm)

か
ら
入
手
で
き
ま
す(

複
写
式

の
手
書
き
用
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
窓
口
配
布

の
み
で
す
。
必
要
な
種
類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、

ご
来
庁
く
だ
さ
い)

。 

 

◎
年
末
調
整
等
説
明
会
〔
芝
税
務
署
員
〕 

《
父
島
》 

【
日
時
】
11
月
15
日(

水) 

午
前
９
時
～
11
時 

【
場
所
】
村
役
場 

２
階
会
議
室 

《
母
島
》 

【
日
時
】
11
月
13
日(

月) 

午
後
３
時
～
５
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
人
事
業
者
お
よ

び
法
人
経
理
担
当
者
を
対
象
と
し
た
相
談
会
も
実
施

し
ま
す
。
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
11
月
10
日(

金)

ま
で
に
財
政
課
税
務
係(

２

―

３
１
１
２)

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。(

午
前
８
時
～

正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
５
時) 

※
予
約
の
際
に
適
格
請
求
書(

イ
ン
ボ
イ
ス)

発
行
事

業
者
登
録
の
有
無
・
業
種
・
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◎
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
会 

〔
芝
税
務
署
員
〕 

《
父
島
》 

【
日
時
】 

11
月
15
日(

水)

午
後
２
時
～
５
時
15
分 

※
相
談
時
間
15
分 

【
場
所
】
村
役
場 

２
階
会
議
室 

《
母
島
》 

【
日
時
】 

11
月
14
日(

火)

午
前
８
時
30
分
～
11
時
45
分 

 

※
相
談
時
間
15
分 

【
場
所
】
母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

○
説
明
会
の
開
催
・
予
約
に
関
す
る
こ
と 

…

財
政
課
税
務
係       

２―

３
１
１
２ 

○
国
税
の
手
続
き
・
制
度
に
関
す
る
こ
と 

…

芝
税
務
署
０
３―

３
４
５
５―

０
５
５
１ 

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
押
し
、
交
換
手

に
次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

《
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
に
つ
い
て
》 

 

源
泉
所
得
税
担
当 

内
線
２
４
０
４
～
２
４
０
６ 

《
法
定
調
書
に
つ
い
て
》 

 

管
理
運
営
部
門 

内
線
１
０
８
２
・
１
０
８
３ 

《
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
》 

 

法
人
課
税
第
２
部
門 

内
線
３
０
２
１ 

   

◎「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
に
も
、
納
付
し
た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

確
定
申
告
等
で
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
１
月
１
日
～
10
月
２
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
し

た
「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明

書
」
が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。 

確
定
申
告
、
年
末
調
整
の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ

の
証
明
書(

ま
た
は
領
収
証
書)

が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
令
和
５
年
10
月
３
日
～
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

６
年
２
月
上
旬
の
発
送
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
証
明
書
はe-tax

で
利
用
で
き
る
電

子
版
の
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
電
子

送
付
希
望
の
登
録
を
す
る
と
電
子
版
を
簡
単
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。(

希
望
の
登
録
を
す
る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。) 

●
問
合
せ
先 

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０―

０
０
３―

０
０
４(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル) 

令
和
５
年
度
非
課
税
世
帯
等 

臨
時
特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ 

水
道
料
金
等
の
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
を 

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い 

 

年
末
調
整
等
説
明
会
・ 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
会 

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

は
、
０
３―

６
６
３
０―

２
５
２
５ 

(

受
付
時
間) 

○
月
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時 

○
第
２
土
曜
日  

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

    

【
健
全
化
判
断
比
率
】 

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率
を

算
定
し
た
結
果
、
次
の
表
１
の
と
お
り
い
ず
れ
の
指

標
に
お
い
て
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し

た
。 

【
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
】 

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
き
公
営
企
業
の
資
金
不

足
比
率
を
算
定
し
た
結
果
、
表
２
の
と
お
り
い
ず
れ

の
会
計
に
お
い
て
も
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま

し
た
。 

                   

各
指
標
と
も
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
財
政
健
全
化
法
の
詳
細
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

https://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenz

enka/ 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係 

２―

３
１
１
２ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア 

ラ
ー
ト)

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。 

 【
日
時
】
11
月
２
日(

木)

午
前
10
時
ご
ろ 

 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 
２―

３
１
１
１ 

   

◎
缶
詰
は
水
洗
い
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い 

缶
詰
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
内
地
に
搬
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
缶
詰
の
中
身
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
を
除
き
、
水
洗
い
し
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

ま
た
、
未
開
封
の
缶
詰
も
同
じ
よ
う
に
処
理
し
て

か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

◎
台
風
接
近
時
の
ご
み
の
持
込
み
に
つ
い
て 

台
風
接
近
時
は
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
養
生
を

行
う
た
め
、
ご
み
の
持
込
受
付
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
時
に
ご
み
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

台
風
が
過
ぎ
去
り
、
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
か
ら
持

込
み
の
問
合
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

令
和
６
年
度
に
父
島
保
育
園
に
新
規
に(

現
在
園

児
で
は
な
い)

入
園
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
を
対
象

に
、
入
園
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

※
主
に
２
歳
児
ク
ラ
ス
が
対
象
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
17
日(

金)

午
後
６
時
～ 

【
場
所
】
父
島
保
育
園 

【
内
容
】 

保
育
園
入
園
に
あ
た
っ
て
準
備
し
て
い
た
だ
き
た

い
物
や
、
集
団
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
お
願

い
に
つ
い
て 

※
手
続
き
等
の
説
明
会
は
年
明
け
に
開
催
し
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

父
島
保
育
園 

 
 

２―

２
５
４
４ 

  

10
月
１
日
付 

【
採
用(

主
任
級)
】 

 

医
療
課
診
療
所
係(
母
島
診
療
所) 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田 

千
恵(

看
護
師) 

 

【
採
用(

主
事
級)

】 

 

財
政
課
付 

鳥
居 

汐
音 

   

11
月
２
日(

木)

に
開
催
さ
れ
る
大
神
山
神
社
例

大
祭
「
相
撲
大
会
」
を
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

(

11
チ
ャ
ン
ネ
ル)

で
録
画
放
送
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

自
宅
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
放
送
日
時
】
※
同
じ
内
容
を
放
送
し
ま
す
。 

11
月
25
日(

土)

、
26
日(

日)

午
後
６
時
～ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
今
年
度
か
ら
夏
休
み
中
に
高
校

生
自
ら
が
企
画
立
案
す
る
体
験
等
の
機
会
に
対
し
て

財
政
支
援
を
行
う
、
お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

10
月
９
日
開
催
し
た
成
果
報
告
会
を
小
笠
原
村

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11
チ
ャ
ン
ネ
ル)

で
放
送
し
ま

す
。
お
が
高
生
の
奮
闘
ぶ
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

【
放
送
日
時
】
※
同
じ
内
容
を
放
送
し
ま
す
。 

11
月
18
日(

土)

、
19
日(

日) 

午
後
７
時
～
９
時
20
分
ご
ろ 

 
 
 
 

【
発
表
者(

発
表
順)

】 

大
田
優
奈(

韓
国
訪
問
体
験) 

片
岡
心
優(

保
育
士
体
験) 

櫻
田 

励(

プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
帯
同) 

松
原
有
咲(

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
体
験) 

小
林
舞
波(

予
備
校
講
習
受
講) 

佐
藤
一
樹(

予
備
校
講
習
受
講) 

嶋 

遥
太(

予
備
校
講
習
受
講) 

大
田
仁
奈(

結
婚
式
場
視
察) 

白
倉
こ
こ
ろ(

観
光
地
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー) 

金
子
善
一
郎(

屋
久
島
・
伊
豆
大
島
の
観
光
体
験) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
２―

３
１
１
７ 

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く 

財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す 

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

 

ご
み
に
つ
い
て
の
お
願
い 

 

令
和
６
年
度
父
島
保
育
園 入

園
説
明
会 

 小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch) 

「
相
撲
大
会
」
を
録
画
放
送
し
ま
す 

 

「
お
が
高
生
未
来
の
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
成
果
報
告
会
」
の
録
画
放
送 
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父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
11
月
11
日(

土)

に

父
島
で
開
催
し
ま
す
。 

各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

 【
競
技
日
程
・
競
技
会
場
】 

                         

※
天
候
や
海
況
等
に
よ
り
競
技
時
間
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局 

(

教
育
委
員
会
事
務
局
内) 

 
 

２―

３
１
１
７ 

 
 

   

２
学
期
の
学
校
公
開
お
よ
び
展
覧
会
を
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参

観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 ◎
２
学
期 

学
校
公
開 

【
学
校
公
開
日
・
時
程
】 

○
11
月
10
日(

金) 

《
朝
の
活
動
》
午
前
８
時
～
８
時
25
分 

《
１
校
時
》
午
前
８
時
25
分
～
９
時
10
分 

《
２
校
時
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
５
分 

《
３
校
時
》
午
前
10
時
25
分
～
11
時
10
分 

《
４
校
時
》
午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
５
分 

《
５
校
時
》
午
後
１
時
15
分
～
２
時 

《
６
校
時
》
午
後
２
時
10
分
～
３
時
10
分 

※
６
校
時
は
４
、
５
、
６
年
生
の
各
ク
ラ
ブ
活
動 

○
11
月
11
日(
土) 

《
朝
の
活
動
》
午
前
８
時
～
８
時
25
分 

《
１
校
時
》
午
前
８
時
25
分
～
９
時
10
分 

《
２
校
時
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
５
分 

《
３
校
時
》
午
前
10
時
25
分
～
11
時
10
分 

《
４
校
時
》
午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
５
分 

 

◎
展
覧
会 

「
こ
こ
ろ
の
結
晶 

～
ア
ー
ト
で
つ
な
が
ろ
う
！ 

み
ん
な
の
色
と
か
た
ち
～
」 

【
地
域
・
保
護
者
鑑
賞
日
】 

 

11
月
26
日(

日)

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２―

２
０
１
２ 

 

   

  

 

本
年
度
第
２
回
授
業
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
方
に
、
本
校
の
授
業
や
生
徒
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
11
月
６
日(

月)

～
10
日(

金) 

１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

２
時
限
目 

午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

３
時
限
目 

午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

４
時
限
目 

午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分 

５
時
限
目 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

６
時
限
目 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

【
そ
の
他
】 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
感
染
症
対
策
の
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２―

２
３
４
６ 

    

11
月
１
日
よ
り
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
の
掲
載
を
始
め
ま
し
た
。
村

立
学
校
各
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
学
力
向
上
に
向
け

た
授
業
改
善
の
方
策
に
つ
い
て
、
広
く
村
民
の
皆
様

と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

閲
覧
方
法
は
、
次
の
２
つ
で
す
。 

①
二
次
元
コ
ー
ド(

下
記)

を
読
み
取
る
。 

②
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
教
育
課
「
学
校
教
育
」

に
ア
ク
セ
ス
す
る
。 

 

な
お
、
村
立
学
校
各
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
同

様
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
各
種
教
育
活
動

に
関
す
る
報
告
も
多
数
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

       

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
相
続
等
に
よ
る
不
動
産
の

取
得
を
知
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
申
請
を
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。 

正
当
な
理
由
な
く
申
請
し
な
い
場
合
に
は
10
万

円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
の
う
ち
か
ら
相
続
登
記
に
備
え
ま
し
ょ
う
！ 

※
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
「
法
務
局 

相
続
登
記
義

務
化
」
で
検
索 

※
個
別
の
事
案
に
対
す
る
ご
相
談
は
、
司
法
書
士
会

の
「
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー
」
☏ 

０
１
２
０

―

１
３―

７
８
３
２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

※
相
続
登
記
の
手
続
に
関
す
る
ご
案
内 

(

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク)→

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
法
務
局 

不
動
産
登
記
部
門 

  
 
 
 
 

０
３―

５
２
１
３―

１
３
３
０ 

  

 
 

   

小
笠
原
海
上
保
安
署
所
属
の
巡
視
船
「
み
か
づ
き
」

の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
船
内
見
学
や
子
ど
も
用

制
服
の
試
着
会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 【
日
時
】
11
月
18
日(

土) 

① 

午
前
９
時
～
正
午 

 
(

最
終
受
付
時
間:

午
前
11
時
40
分) 

② 
 

午
後
１
時
～
４
時 

(

最
終
受
付
時
間:

午
後
３
時
40
分) 

第
41
回
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

 

小
笠
原
小
学
校 

 

学
校
公
開
・
展
覧
会
の
お
知
ら
せ 

 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

 

授
業
公
開
週
間
の
お
知
ら
せ 

 

「
小
笠
原
村
立
学
校
授
業
改
善 

推
進
プ
ラ
ン
」
を
公
開
し
ま
す 

 

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登
記
の 

申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す 

小
笠
原
海
上
保
安
署
巡
視
船 

「
み
か
づ
き
」
一
般
公
開 

会 場 種目／時間 17

小中学校
体育館

卓球 13:00 ～ 15:30

バ ド ミ ン ト ン 10:00 ～ 12:00

バスケットボール 15:00 ～ 16:00

バレーボール（男子） 13:00 ～ 14:30

バレーボール（女子） 10:00 ～ 11:30

野球（ヤング） 10:00 ～ 12:30

野球（シニア） 13:00 ～ 15:30

テ ニ ス 10:00 ～ 12:30

サ ッ カ ー 15:00 ～ 16:30

ゲートボール 12:30 ～ 14:30

奥村
運動場

10 15

高校
グラウンド

16

自衛隊
体育館

高校体育館

11 12 13 14



  NO．761  令和 5(2023)年 11 月 1 日(水)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-6- 

【
場
所
】
二
見
漁
港
西
岸
壁(

海
上
保
安
署
裏) 

※
当
日
、
二
見
漁
港
西
岸
壁
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
海
難
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
中
止
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。 

〇
駐
車
場
は
、
用
意
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
お
車 

等
で
の
ご
来
船
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

〇
小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
、
保
護
者
同
伴
で
の 

み
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

〇
巡
視
船
上
は
床
面
か
ら
突
起
物
等
が
あ
り
ま
す 

の
で
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
サ
ン
ダ
ル
等
の
履
き
物 

は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ス
ニ
ー
カ
ー
等
で
ご
来
船 

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
船
内
見
学
中
は
お
手
洗
い
の
使
用
が
で
き
ま
せ 

ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２―

７
１
１
８ 

     

島
嶼
会
館
の
予
約
に
つ
い
て
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

や
ご
連
絡
の
な
い
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
が
増
え
て
お

り
、
皆
様
の
ご
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

よ
り
多
く
の
島
民
の
方
に
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
ご
宿
泊
の
ご
予
定
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

会
館
事
業
課 

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

 
 

 
 

 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

【
業
務
内
容
】
窓
口
・
電
話
対
応
・
事
務
・
庶
務
等 

【
勤
務
地
】
沖
港
船
客
待
合
所
内
事
務
所 

【
勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
～
午
後
５
時 (

内
休
憩
２
時
間) 

休
日
シ
フ
ト
制(

月
15
日
程
度
の
勤
務) 

【
時
給
】
１
、
１
５
０
円 

【
待
遇
】
家
賃
４
万
円
を
上
限
に
補
助
有
り 

 
 
 
 

※
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す 

【
採
用
時
期
】
令
和
６
年
４
月 

 
 
 
 
 

※
勤
務
開
始
時
期
は
相
談
に
応
じ
ま
す 

【
応
募
条
件
】 

基
本
的
な
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
／
年
齢
、
経
験
不
問
／ 

長
く
働
け
る
方
歓
迎 

【
選
考
方
法
】
オ
ン
ラ
イ
ン
可 

  
１
次
選
考
：
書
類
選
考
／
２
次
選
考
：
面
接  

【
応
募
方
法
】 

次
の
書
類
を
メ
ー
ル
添
付
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い 

① 

履
歴
書(
本
人
の
画
像
添
付
必
須
、
証
明
写

真
以
外
も
可) 

② 

職
務
経
歴
書 

③ 

志
望
動
機 

(

提
出
先)

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 
 

メ
ー
ル
：info@hahajima.com 

【
応
募
締
切
】
12
月
31
日(

日) 

●
問
合
せ
先 

母
島
観
光
協
会 

 

３―
２
３
０
０ 

   

【
実
施
日
程
】
11
月
16
日(

木) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
11
月
24
日(

金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
約
受
付
時
間
】 

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
40
分
以
内) 

※
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

《
母
島
》 

【
日
時
】
12
月
３
日(

日)

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

《
父
島
》 

【
日
時
】
12
月
４
日(

月)

午
後
５
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く) 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

０
３―
３
５
９
５―

８
５
７
５ 

 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

   

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課
０
３―

５
３
８
８―

２
２
４ 

  

【
日
時
】
11
月
１
日(

水)

、
29
日(

水) 

い
ず
れ
も
午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

◎
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ 

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
１
日
～
30
日
ま
で
の

期
間
を
、「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
」

島
嶼
会
館
宿
泊
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
の

早
期
連
絡
の
お
願
い 

母
島
観
光
協
会 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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と
し
て
い
ま
す
。 

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
や
雇
用
形
態

に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
場
は
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん(

個
人
経
営
で
、労
働
者
５
人
未
満
の
農
林
水
産
の

事
業
を
除
く)

。
詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で
。 

※
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
と
を
総

称
し
た
も
の
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査
２―

２
１
０
２ 

 

 

    

 

11
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

《
父
島
》 

【
日
時
】
11
月
２
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
前
日
ま
で
に
福 

祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 《
母
島
》
今
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
９
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ 

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係  

２―

３
９
３
９ 

   
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳

を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
28
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を
学
び

ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
食
に
つ
い
て
の 

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の 

お
子
さ
ん
と
保
護
者 

《
父
島
》 

【
日
時
】
12
月
４
日(

月)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

《
母
島
》 

【
日
時
】
12
月
９
日(

土)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【
申
込
締
切
】
11
月
24
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

     
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 
 
 
 
 
     

３―

２
１
１
１ 

   
 

 

小
笠
原
村
で
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
費
に
つ
い
て
、
村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
に
該
当
す
る
方
は
接
種
費
用
１
回
に
限
り
、
予
防

接
種
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 【
接
種
対
象
者
】 

①
令
和
５
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、 

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に

な
る
方
。 

※
対
象
者
①
の
方
に
は
個
別
に
予
診
票
を
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
。 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ

っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度)

を
有
す

る
方
。 

※
助
成
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。 

③
対
象
者
①
に
該
当
し
な
い
が
、
接
種
を
ご
希
望
の

65
歳
以
上
の
方
。 

 

【
自
己
負
担
額
】 

 

〇
接
種
対
象
者
①
及
び
②
の
方…

５
７
０
円 

〇
接
種
対
象
者
③
の
方…

３
，
０
７
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 

  

   

【
接
種
対
象
者
】 

初
回
接
種(

１
・
２
回
目)

を
終
了
し
た
、
生
後
６

ヶ
月
以
上
の
す
べ
て
の
方 

【
接
種
券
に
つ
い
て
】 

追
加
接
種
の
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
接
種
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。 

初
回
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
接
種
日
時
】 

12
月
16
日(

土)

午
前
10
時
～
11
時
20
分 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】 

フ
ァ
イ
ザ
ー
Ｘ
Ｂ
Ｂ
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン 

 

【
予
約
方
法
】 

 

受
付
期
間:

11
月
27
日(

月)

～
12
月
11
日(

月) 

 

電
話
番
号:

２―

３
９
３
９ 

 

受
付
時
間
：
平
日
午
前
８
時
～
正
午
／ 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
15
分 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

                

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診(

父
島) 

 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

 
育
児
学
級(

離
乳
食) 

 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

予
防
接
種
費
の
助
成
に
つ
い
て 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

(

令
和
５
年
秋
開
始
接
種) 
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全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
11
月
１
日(

水)

～
４
日(

土) 

午
前
９
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
11
月
３
日
終
日
、
４
日
午
後
は
休
診
で
す] 

 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・
車
の
運
転
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

  

 

全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
11
月
12
日(

日)

～
15
日(

水) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

《
母
島
》 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
日
時
】
11
月
８
日(

水)

・
９
日(

木) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

母
島
診
療
所
は
、
小
笠
原
村
健
康
診
断
実
施
日
を

休
診
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
救
急
患
者
発
生
時
は
、
１
１
９
番
へ
お
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
休
診
日
】
11
月
20
日(

月)

・
21
日(

火) 
【
休
診
科
目
】
医
科
・
歯
科 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

【
休
診
日
】
11
月
22
日(

水)

～
12
月
９
日(

土) 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

《
歯
科
》(

父
島) 

【
休
診
日
】
11
月
１
日(

水)

～
７
日(

火) 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の 

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

      

   

11
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲

載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引
に
つ

い
て 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝

台
分
が
片
道
30
％
割
引
に
な
る
「
村
民
割
引
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80
％
割
引
に
な
る
「
村
民
往
復
割
引
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「
乗
船

券
購
入
申
込
書
」(

割
引
申
請
書)

と
次
の
証
明
書
類

(

有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可)

を
必
ず
ご
提
示
く
だ

さ
い
。 

①
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書(

カ
ー
ド
式
ま
た

は
１
回
式) 

③ 

小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証 

③
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人(

有
料

の
幼
児
含
む)

の
方
も
「
村
民
割
引
」
適
用
の
際

は
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運(

株)

父
島
営
業
所
・
伊
豆
諸
島
開
発

(

株)

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 

２―

２
１
１
１ 

    

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
お
茶
の
世
界
」
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

「
お
茶
の
お
作
法
や
心
」
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
が
皆
様
を
お
迎
え
し
、
お
点
前(

お
茶)

を
差
し

上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 【
対
象
者
】 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
事
前
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。
小
さ
な
お
子
様
も
、
付
添
い

眼
科
専
門
診
療 

 耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

 

母
島
診
療
所
の
休
診 

 

母
島
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

子
ど
も
茶
会
開
催 

お
客
様
募
集 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,317 等級 大人 小人 学生

60,640 51,880 30,320 (+2,389) 5,080 2,540 4,070

(+11,140) (+9,530) (+5,570) 17,052 (+1,130) (+560) (+910)

43,800 35,040 21,900 (+2,224) 6,100 3,050

(+8,050) (+6,440) (+4,020) 15,686 (+1,360) (+680)

32,990 26,400 16,500 (+2,046) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,060) (+4,850) (+3,030) 1,835

28,960 23,170 14,480 (+239)

(+5,320) (+4,250) (+2,660) 1,366 9,893

等級 村民 村民小人 身障者 (+178) (+1,445)

47,500 23,750 30,320 9,274

(+8,720) (+4,360) (+5,570) (+1,354)

30,660 15,330 21,900 8,656

(+5,630) (+2,810) (+4,020) (+1,264)

23,100 11,550 16,500 991

(+4,240) (+2,120) (+3,030) (+145)

20,280 10,140 14,480 747

(+3,730) (+1,860) (+2,660) (+109)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

11月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復
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の
方
が
ご
一
緒
で
、
静
か
に
座
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
23
日(

木
・
祝)

午
後
１
時
～
５
時 

【
参
加
費
】
５
０
０
円 

(
お
茶
、
お
菓
子
、
黒
文
字
、
保
険
料) 

【
申
込
方
法
】 

電
話
又
は
メ
ー
ル
に
て
受
付
、
後
日
席
の
時
間
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
11
月
12
日(
日) 

 

【
持
ち
物
】
白
い
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、
参
加
費 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
主
催
】
小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【
講
師
】
竹
田
宗
洋 

(

補
助
員
派
遣
：小
笠
原
茶
道
会) 

※
茶
道
団
体
の
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

っ
て
開
催
を
し
ま
す｡ 

※
こ
の
事
業
は
、「
令
和
５
年
度
文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
事
業
」
で
運
営
さ
れ
ま
す 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

竹
田
洋
子 

０
９
０―

１
０
２
１―

０
４
１
０ 

メ
ー
ル
：ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

           

小
笠
原
の
貴
重
な
鳥
「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ

ワ
」
を
守
る
た
め
に
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
15
日(

水)

午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

【
内
容(

予
定)

】 

○
平
島
ネ
ズ
ミ
対
策(

小
笠
原
村) 

○
向
島
ネ
ズ
ミ
対
策(

環
境
省) 

○
姪
島
等
ネ
ズ
ミ
対
策
ほ
か(

東
京
都) 

○
母
島
列
島
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況(

林
野
庁
・

ア
イ
ラ
ン
ズ
ケ
ア) 

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

    

西
島
は
、
兄
島
の
西
側
に
位
置
す
る
比
較
的
小
さ

な
無
人
島
で
、
固
有
の
小
型
陸
産
貝
類
や
ト
ン
ボ
類

な
ど
の
貴
重
な
生
息
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
平
成
20
年
に
ノ
ヤ
ギ
が
根
絶
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
植
生
の
回
復
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
ア
ザ
ミ
な
ど
の
固
有
植
物
や
谷
筋
に
は
在
来
植

生
で
構
成
さ
れ
る
林
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
モ
ク
マ
オ
ウ
や
シ
マ
サ
ル
ス
ベ
リ
と
い
っ
た
外

来
植
物
が
優
占
し
た
林
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
関
係
機
関
や
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
で
は
、
外
来
種
の
駆
除
や
人
工
ト
ン
ボ
池
の

設
置
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
西
島
の
自
然
環
境
の
現
状
や
取
組
を
、
生
き

物
観
察
や
作
業
を
通
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り

深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
西
島

外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集
を
行
い
ま

す
。 

         

【
日
時
】
11
月
23
日(

木
・祝) 

(

予
備
日
12
月
２
日(

土)) 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ご
ろ 

※
天
候
・
海
況
不
良
に
よ
り
、
実
施
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
宮
之
浜 

【
作
業
場
所
】
西
島
の
林
内 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度(

事
前
申
込
制) 

【
募
集
期
間
】
11
月
20
日(

月)

午
後
５
時
ま
で

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切) 

【
応
募
資
格
】
高
校
生
以
上
の
方 

【
内
容
】
外
来
植
物
の
駆
除
作
業
と
生
き
物
観
察 

※
上
陸
地
点
は
、
ぬ
れ
た
岩
場
の
た
め
足
元
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴(

登
山
靴
・
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど)

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
作
業
に
必
要
な
軍
手
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
の
こ
ぎ
り

等
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係    

 

２―

２
２
７
０ 

    

◎
動
物
派
遣
診
療 

「
飼
い
主
の
方
に
犬
や
猫
を
き
ち
ん
と
大
切
に
飼
っ

て
も
ら
う
こ
と
」
を
目
的
に
、
東
京
都
獣
医
師
会
に

よ
る
動
物
派
遣
診
療
を
実
施
し
ま
す
。
小
笠
原
で
ペ

ッ
ト
と
共
に
暮
ら
す
に
は
、「
生
態
系
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
動
物
を
む
や
み
に
増
や
さ
な
い
」「
捨

て
な
い
・
逃
が
さ
な
い
」「
公
衆
衛
生
の
低
下
を
引

き
起
こ
さ
な
い
」
こ
と
が
重
要
で
す
。 

今
回
は
、
動
物
の
行
動
学
が
専
門
で
あ
る
入
交
獣

医
師
を
招
へ
い
し
、
講
演
会
・
座
談
会
を
開
催
し
ま

す
。 

【
日
時
・
場
所
】 

《
父
島
》 

12
月
３
日(

日)

午
後
６
時
30
分
～
２
時
間
程
度 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》 

12
月
５
日(

火)

午
後
６
時
30
分
～
２
時
間
程
度 

母
島
支
所 

大
広
間 

【
講
演
会(

第
１
部)

】 

○
し
っ
ぽ
が
あ
る
家
族
と
の
暮
ら
し
方(

予
定) 

(

入
交
眞
巳
獣
医
師) 

【
座
談
会(

第
２
部)

】 

○
犬
の
適
正
飼
養
の
あ
り
方 

～
ペ
ッ
ト
条
例
の
改
正
に
向
け
て
～ 

○
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
あ
れ
こ
れ
を
入
交
獣
医
師
と

(

予
定) 

ま
た
、
12
月
３
日(

日)

～
６
日(

水)

の
入
交
獣

医
師
の
来
島
期
間
に
、
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
や
飼
育
環

境
な
ど
個
別
に
相
談
し
た
い
方
は
、
次
の
と
お
り
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
期
間
】
11
月
22
日(

水)

ま
で 

【
問
合
せ
先
】
小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

○
11
月
15
日(

水) 

午
前
11
時
～
正
午
、 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
11
月
16
日(

木) 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有

料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
予
約
申
込
先
】 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課 

自
然
環
境
係) 

 

２―

２
２
７
０ 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
保
全
に 

関
す
る
住
民
説
明
会 

 

西
島
外
来
植
物
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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集
落
周
辺
の
山
域(

母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む)

に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て

い
な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ

ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
無

料
で
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
木
造
家
屋
は
被
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門

業
者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

 

【
申
込
期
間
】
11
月
13
日(

月)

～
27
日(

月) 

【
日
程
】
※
日
曜
日
は
除
く 

《
母
島
》
11
月
24
日(

金)

～
30
日(

木) 

《
父
島
》
12
月
１
日(

金)

～
８
日(

金) 

●
問
合
せ
先 

 
  

環
境
課 

生
活
環
境
係 

    

２―

２
２
７
０ 

 
  

母
島
支
所 

庶
務
係 

     

３―

２
１
１
１ 

     

◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆 

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】
11
月
６
日(

月)

、
17
日(

金)

、 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に

い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た

ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

 
 
 
 
 
 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【
作
業
区
域
】
※
別
図
参
照 

巽
湾
周
辺
か
ら
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)  

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

11
月
１
日(

水) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

11
月
７
日(

火) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

11
月
11
日(

土) 

中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め
区
間
な

し 

11
月
12
日(

日) 

天
之
浦
・
巽
崎
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め

区
間
な
し 

11
月
13
日(

月) 

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

11
月
18
日(

土) 

鳥
山
・
大
滝
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め
区

間
な
し 

11
月
19
日(

日) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

11
月
23
日(

木) 

天
之
浦
・
巽
崎
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め

区
間
な
し 

11
月
24
日(

金)  

①
八
ツ
瀬
橋
～
中
山
峠
・
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ

方
面
遊
歩
道 

11
月
26
日(

日) 

中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め
区
間
な

し 11
月
27
日(

月) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

              

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

      

父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ

ム
シ
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
小
笠
原
に
し

か
生
息
し
て
い
な
い
固
有
の
マ
イ
マ
イ(

カ
タ
ツ
ム

リ)

が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
と
ア
ナ
カ
タ
マ
イ
マ

イ
は
、
父
島
の
一
部
や
巽
島
な
ど
に
わ
ず
か
に
残
る

の
み
で
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
も
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

令
和
２
年
11
月
号
の
村
民
だ
よ
り
な
ど
で
も
取

り
上
げ
た
「
マ
イ
マ
イ
里
帰
り
大
作
戦
」
で
は
、
こ

れ
ら
の
種
が
絶
滅
し
な
い
よ
う
、
野
生
環
境
の
下
、

集
団
を
安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
、
飼
育
個
体

を
野
外
に
放
す
計
画
を
立
て
、
ま
ず
は
父
島
の
南
東

に
あ
る
無
人
島(

巽
島)

で
野
生
復
帰
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
巽
島
で
３
年
間
実
施
し
て
き
た

中
で
、
野
生
復
帰
し
た
個
体
の
成
長
・
成
熟
も
見
ら

れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
父
島
島
内
で
の
野
生
復
帰
に

時
間
が
か
か
り
そ
う
な
マ
イ
マ
イ
た
ち
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
絶
滅
回
避/

野
生
復
帰
の
第
２
弾
と
し
て
、

マ
イ
マ
イ
の
専
門
家
な
ど
に
助
言
を
受
け
、
今
度
は

南
島
へ
マ
イ
マ
イ
を
野
生
復
帰
す
る
計
画
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

実
際
の
野
生
復
帰
作
業
は
、
令
和
５
年
度
の
冬
か

ら
開
始
し
、
今
後
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。
そ
の
際
、
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
方
法
の
改
善
も
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
の
詳
細
は
、
講
演
会
や

小
笠
原
世
界
遺
産
だ
よ
り
な
ど
で
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２-

７
１
７
４ 

     

小
笠
原
諸
島
に
し
か
い
な
い
固
有
の
マ
イ
マ
イ
を

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

実
は
父
島
だ
け
で
な
く
、

上
野
動
物
園
な
ど
本
州
の
動
物
園
や
水
族
園
で
も
飼

育
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
飼
育
に
携
わ
っ
て

い
る
方
々
が
来
島
す
る
機
会
に
あ
わ
せ
、
小
笠
原
の

マ
イ
マ
イ
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
前
述

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
３
回) 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・ 

排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等 

の
通
行
止
め 
マ
イ
マ
イ
野
生
復
帰
大
作
戦
第
２
弾
、 

南
島
で
始
ま
り
ま
す 

 

小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ(

カ
タ
ツ
ム
リ) 

に
関
す
る
講
演
会 

 



  NO．761  令和 5(2023)年 11 月 1 日(水)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-11- 

の
「
南
島
へ
の
マ
イ
マ
イ
野
生
復
帰
大
作
戦
」
に
つ

い
て
も
お
話
す
る
予
定
で
す
。
参
加
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
来
月
の
村
民
だ
よ
り
や
村
内
掲
示

板
へ
掲
示
す
る
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

12
月
４
日(

月)
午
後
７
時
～
８
時
30
分(

予
定) 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

※
ウ
ェ
ブ
同
時
配
信
予
定(
参
加
登
録
不
要) 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２-
７
１
７
４ 

    

◎
特
別
展 

意
外
と
？
身
近
な
小
笠
原
の
植
物
展 

～
新
た
な
気
づ
き
を
あ
な
た
に
～ 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
の
価
値
の
中
核
を
担

う
、
小
笠
原
の
植
物
に
つ
い
て
の
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
最
新
の
状
況
、
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た
ポ
ス

タ
ー
展
示
や
、
写
真
だ
け
で
な
く
実
物
を
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
生
体
展
示
も
行
い
ま
す
。
普
段
の
生
活

や
山
歩
き
で
目
に
す
る
小
笠
原
の
植
物
の
奥
深
い
世

界
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
期
間
】
11
月
７
日(

火)

～
30
日(

木) 

【
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

 

◎
講
演
会 

 

種
の
保
存
法
等
に
基
づ
き
保
全
対
象
と
な
っ
て
い

る
小
笠
原
の
希
少
植
物
の
保
全
に
長
年
携
わ
っ
て
い

る
東
京
大
学
附
属
植
物
園
関
係
者
よ
り
、
植
物
園
で

の
域
外
保
全
の
取
り
組
み
や
各
種
の
最
新
の
状
況
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

11
月
12
日(

日)

午
後
７
時
～
８
時
30
分(

予
定) 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

※
入
場
無
料
、
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２-

７
１
７
４ 

     

南
島
の
外
来
植
物
駆
除
を
実
施
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
25
日(

土) 

 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
１
時
30
分
ご
ろ
ま
で 

(

予
備
日
：
12
月
２
日(

土)) 

【
作
業
内
容
】 

南
島
に
お
け
る
２
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
青
灯
台 

【
募
集
定
員
】
30
名
程
度(

先
着
順) 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
在
住
の
方 

※
18
歳
未
満
の
方
が
単
独
で
参
加
す
る
場
合
は
、

保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
期
間
】
11
月
15
日(

水)

ま
で 

【
申
込
方
法
】 

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

①
窓
口
：
小
笠
原
支
庁
土
木
課
で
配
布
す
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出 

②
オ
ン
ラ
イ
ン
：
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ

り
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を

入
力
し
て
送
信 

https://forms.office.com/r/3dfNvAZ8cW 

    

※
作
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
参
加
者
確
定
後
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

   

【
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
、
観
光
船
入
港
中 

【
開
館
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
特
別
展
】 

○
「
ザ
・
小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展
～
あ
の
こ
ど
ん
な

こ
、
き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

○
「
島
の
く
ら
し
」
展
～
意
外
と
知
ら
な
い
島
の
あ

れ
こ
れ 

本
館
に
て
11
月
１
日(

水)

開
催
予
定 

 

現
在
の
島
の
生
活
、
衣
食
住
を
メ
イ
ン
に
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
民
芸
品
タ
コ
ノ
葉
細
工
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
そ
の
歴
史
と
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

     

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
講
習
資
料
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

に
て
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易

講
習) 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
受
講
締
切
日
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

【
受
講
締
切
日
】
11
月
20
日(

月) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

    

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て

は
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
に
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
島
民
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
世
界
遺
産
区

域
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
指
定
ル
ー
ト
以
外
は
、
原
則
と
し
て

お申込みは 

こちら！ 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 
南
島
外
来
植
物
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

を
募
集
し
ま
す 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て(

父
島
・
母
島) 

指
定
ル
ー
ト
の
利
用
に
つ
い
て 
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立
入
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

指
定
ル
ー
ト
沿
い
の
木
の
枝
を
折
る
、
石
や
植
物

を
採
取
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
各
種
法
令
違
反
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
厳
に
慎
む
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
場
合

は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２-

３
４
０
３ 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２-
７
１
７
４ 

小
笠
原
村
役
場 

産
業
観
光
課 

 

２-
３
１
１
４ 

      

傘
山
山
頂
に
設
置
し
て
い
る
鉄
塔(

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
所

有)

が
腐
食
し
、
今
後
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
鉄
塔
の
補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間

は
、
10
月
30
日
～
12
月
28
日
ま
で
。
工
事
に
伴

う
傘
山
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
等
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
通
行
の
際
は
、
現
場
の
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
研
究
開
発
法
人 

 
 
 
 

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
２―

２
５
２
２ 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 

２―

２
１
０
３ 

       

      

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
は
す
ぐ
そ
こ
！
」 

 

光
陰
矢
の
如
し
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
１

年
は
本
当
に
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
る
も
の
で
、
朝
晩
が

涼
し
く
な
っ
て
き
た
か
と
思
う
や
否
や
、
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
到
来
を
意
識
し
始
め
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

北
半
球
に
く
ら
す
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
夏
場
は
北
の

冷
た
い
海
で
豊
富
に
発
生
す
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

や
小
魚
を
食
べ
、
冬
場
は
南
の
暖
か
い
海
で
交
尾
や

出
産
、
子
育
て
と
い
っ
た
繁
殖
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 
 

小
笠
原
の
海
は
、
そ
ん
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
た
ち
の

繁
殖
海
域
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
12
月

か
ら
翌
年
５
月
頃
に
か
け
て
、
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

も
北
の
海
か
ら
帰
っ
て
く
る
ク
ジ
ラ
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。 

小
笠
原
で
は
、
例
年
、
11
月
中
に
シ
ー
ズ
ン
最

初
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ(

初
ザ
ト
ウ)

の
目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の
初
ザ
ト
ウ
の
目
撃
日

は
11
月
26
日
と
下
旬
で
し
た
が
、
一
昨
シ
ー
ズ
ン

は
11
月
３
日
と
、
11
月
に
入
っ
て
早
々
に
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
村
民
だ
よ
り
が
皆
様
の
も
と
に
配

布
さ
れ
る
時
に
は
、
も
う
目
と
鼻
の
先
の
距
離
ま
で

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
や
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。 

初
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
る
と
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
が

あ
る
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「
鯨
の
ぼ
り
」
が
掲
げ
ら
れ
ま

す
。
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
い
つ
ク
ジ
ラ
た
ち
が
泳
ぎ
出
す

の
か
、
皆
様
も
ぜ
ひ
、
気
に
し
て
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
皆

様
か
ら
の
初
ク
ジ
ラ
情
報
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
鯨

の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
る
前
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見

さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

                   

● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ) 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
270 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
で
す―

 

  

夏
の
暑
さ
は
ど
こ
へ
や
ら
。
空
を
ふ
と
見
上
げ
る

と
、
一
面
に
広
が
る
秋
の
空
模
様
。
長
袖
で
通
勤
を

す
る
人
の
姿
が
ち
ら
ほ
ら
と
見
え
る
十
一
月
の
小
笠

原
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
、

脱
出
し
た
子
ガ
メ
た
ち
も
今
ご
ろ
大
海
原
を
泳
い
で

い
る
こ
ろ
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
通
年
、「
島

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
に
な

る
活
動
内
容
は
と
い
う
と
、
主
に
飼
育
し
て
い
る
ウ

ミ
ガ
メ
た
ち
の
甲
羅
磨
き
や
水
槽
掃
除
な
ど
で
す
。 

 

手
の
平
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
子
ガ
メ
や
、
甲
羅
が

80

cm
に
も
達
す
る
大
人
の
ウ
ミ
ガ
メ
ま
で
様
々
な

ウ
ミ
ガ
メ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
ど
の
ウ
ミ
ガ
メ
を

掃
除
す
る
か
は
日
に
よ
っ
て
違
い
、
歯
ブ
ラ
シ
や
ス

ポ
ン
ジ
な
ど
の
道
具
を
駆
使
し
て
、
一
頭
一
頭
、
甲

羅
や
ヒ
レ
に
つ
い
た
苔
な
ど
を
丁
寧
に
こ
す
り
落
と

し
て
い
き
ま
す
。 

 

小
さ
な
子
ガ
メ
が
掃
除
中
に
ヒ
レ
を
パ
タ
パ
タ
さ

せ
る
愛
ら
し
い
姿
は
、
思
わ
ず
「
か
わ
い
い
！
」
と

声
が
漏
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
大
人

の
ウ
ミ
ガ
メ
の
掃
除
中
に
は
、
彼
ら
の
甲
羅
や
ヒ
レ

の
重
厚
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

近
く
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
察
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て

よ
り
深
く
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。 

 

基
本
は
午
前
中
に
掃
除
を
行
い
ま
す
が
、
休
日
に

１
時
間
程
度
！ 

午
前
中
い
っ
ぱ
い
！ 

丸
１
日
ウ
ミ

ガ
メ
の
掃
除
し
て
み
た
い
！ 

な
ど
、
ご
希
望
に
合

わ
せ
て
の
ご
参
加
も
可
能
な
日
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
興
味
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
カ
メ
磨
き
し
ま
し
ょ

う
。
皆
様
の
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
！ 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net 

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

硫
黄
島
編
(14) 

(

川
島
恒
夫)

病
院
は
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？ 

 

学
校
を
出
る
と
、
Ｙ
字
路
に
な
っ
て
て
、
右
に
行

く
と
役
場
の
並
び
に
あ
っ
た
の
、
診
療
所
。
そ
こ
で

昔
、
目
の
病
気
で
「
ト
ラ
ホ
ー
ム
」
っ
て
い
っ
て
、

年
中
、
学
校
の
帰
り
に
診
療
所
寄
っ
て
［
目
を
］
薬

で
洗
っ
て
も
ら
っ
て
た
の
。
昔
か
ら
私
、
目
が
弱
か

っ
た
の
。 

傘
山
山
頂
の
鉄
塔
補
修
工
事
を 

実
施
し
ま
す 
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─
─

そ
の
代
金
は
払
わ
な
く
て
い
い
の
？ 

 
う
ん
。 

─
─

そ
れ
も
ツ
ケ
？ 

保
険
証
は
？ 

 

う
ん
、
あ
の
頃
は
保
険
証
な
ん
て
な
い
よ
。
う
ち

は
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
荒
井
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

み
な
、
へ
そ
の
緒
と
か
、
産
湯
か
ら
全
部
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
や
っ
た
。
そ
れ
を
私
は
見
て
た
よ
。
荒
井
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
結
構
と
り
あ
げ
婆
ち
ゃ
ん
［
＝

産
婆
］
や
っ
て
た
よ
、
頼
ま
れ
れ
ば
ね
。 

─
─

鶏
を
し
め
て
た
ん
だ
よ
ね
？ 

 

荒
井
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
い
た
。
で
も
、

子
ど
も
に
は
見
せ
な
い
よ
ね
。
う
ち
に
シ
ャ
モ
っ
て

言
う
か
っ
こ
い
い
の
、
強
く
て
、
オ
ス
で
。
ナ
ッ
タ

ナ
ッ
タ
と
庭
歩
い
て
た
の
。
う
ち
の
も
の
に
は
絶
対

何
も
し
な
い
け
ど
、
他
所
の
人
が
来
た
時
に
何
か
や

っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
う
ち
の
お
父
さ
ん
が
殺
し

た
ら
し
い
。
だ
け
ど
殺
す
と
こ
ろ
は
見
せ
な
い
よ
。

い
な
い
か
ら
「
ど
う
し
た
の
？
」
っ
て
言
っ
た
ら
、

「
殺
し
た
」
っ
て
。 

─
─

食
べ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
？ 

 

知
ら
な
い
。
全
然
知
ら
な
い
。 

─
─

豚
肉
は
お
い
し
か
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
よ
ね
。 

 

う
ん
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
殺
す
時
は
子
ど
も
に
は

見
せ
な
い
よ
ね
。
あ
の
さ
、
肉
は
肉
で
や
る
で
し

ょ
。
皮
は
１
回
、
油
を
と
る
ん
だ
よ
、
油
が
出
る
か

ら
。
そ
の
揚
げ
カ
ス
も
、
ネ
ギ
な
ん
か
と
炒
め
る
と

す
ご
く
お
い
し
い
ん
だ
よ
。
そ
う
い
う
の
は
食
べ
た

こ
と
あ
る
。
牛
肉
も
。
軍
隊
が
入
っ
て
か
ら
だ
よ
、

屠
殺
場
っ
て
い
う
の
が
で
き
た
ん
だ
よ
。
そ
の
係
の

人
以
外
は
絶
対
に
殺
し
ち
ゃ
い
け
な
い
。
戦
争
中

ね
、
西
行
く
道
に
ね
、
Ｔ
さ
ん
［
と
い
う
屠
畜
専
門

の
人
が
い
た
］。 

─
─

そ
の
牛
は
ど
こ
か
ら
？ 

 

島
の
牛
だ
と
思
う
。 

─
─

そ
れ
ま
で
は
牛
肉
は
食
べ
た
こ
と
な
い
？ 

 

牛
肉
な
ん
て
、
食
べ
た
こ
と
な
い
。
う
ち
の
お
兄

さ
ん
は
丑
年
だ
し
、
自
分
が
牛
の
世
話
し
て
い
た
か

ら
、
絶
対
に
牛
肉
な
ん
て
買
っ
て
こ
な
い
も
ん
ね
。

軍
に
頼
ま
れ
て
納
め
た
り
［
し
て
い
た
み
た
い
］。

「
は
い
ご
う
」
っ
て
い
う
［
名
前
の
］
牛
が
い
て
。

す
っ
ご
い
［
立
派
な
］
牛
。
あ
る
時
、
ヤ
シ
山
っ
て

い
う
と
こ
ろ
が
北
［
部
落
」
の
方
に
あ
る
の
。
ヤ
シ

の
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
も
の
す
ご
く
生
い
茂
っ

て
る
と
こ
ろ
。
そ
こ
に
牛
を
つ
な
い
で
、
草
刈
り
を

し
て
た
ん
だ
っ
て
。
牛
に
食
べ
さ
せ
る
草
を
［
取
っ

て
た
］、
ヤ
シ
山
の
中
に
入
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
、

変
な
に
お
い
が
し
て
き
た
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
で
、
お

兄
さ
ん
と
友
達
２
人
で
、
急
い
で
出
て
き
た
ん
だ
っ

て
。
そ
う
し
た
ら
、「
は
い
ご
う
」
が
死
ん
で
た
ん

だ
っ
て
。
で
、
北
［
部
落
］
に
Ｔ
お
ば
さ
ん
っ
て
い

う
の
が
住
ん
で
た
か
ら
、
そ
こ
に
行
っ
て
、「
は
い

ご
う
が
死
ん
じ
ゃ
っ
た
」
っ
て
、［
お
兄
さ
ん
が
］

泣
い
て
い
た
っ
て
。』 

─
─

か
わ
い
が
っ
て
た
牛
で
し
ょ
う
？
お
兄
さ
ん
し

か
操
れ
な
か
っ
た
？ 

 
こ
わ
い
牛
だ
っ
た
。「
そ
ば
い
っ
ち
ゃ
だ
め
だ

よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
た
の
。 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島
編(

最
終
号)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
二
貝
「
閑
話
：
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
忍
耐
」 

 

久
々
に
足
を
運
ん
だ
姪
島
で
、
枯
木
の
枝
先
に
ハ

ハ
ジ
マ
キ
セ
ル
ガ
イ
モ
ド
キ
が
く
っ
つ
い
て
い
る
の

を
見
つ
け
、
ふ
と
心
の
中
で
問
う
。「
君
は
何
を
求

め
て
こ
こ
ま
で
来
て
、
そ
の
果
て
に
何
を
思
っ
た

の
？
」
と
。
求
め
た
も
の
は
餌
か
住
処
か
パ
ー
ト
ナ

ー
か
。
し
か
し
苦
労
し
て
進
ん
だ
先
に
は
何
も
な

く
、
そ
こ
に
は
努
力
の
残
滓
が
虚
し
く
佇
む
。
そ
れ

は
果
た
し
て
無
駄
だ
っ
た
の
か
、
或
い
は
そ
の
寄
り

道
も
過
程
で
あ
り
、
無
駄
な
も
の
な
ど
な
い
と
割
り

切
っ
て
い
る
の
か
。
マ
イ
マ
イ
の
思
い
を
我
々
が
知

る
術
は
な
い
。 

 

た
ゆ
ま
ざ
る 

歩
み
お
そ
ろ
し 

か
た
つ
む
り 

 

長
崎
県
の
平
和
祈
念
像
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ

る
彫
刻
家
の
北
村
西
望
氏
は
、
作
品
制
作
中
、
足
下

に
一
匹
の
マ
イ
マ
イ
を
見
つ
け
る
。
半
日
後
、
そ
の

マ
イ
マ
イ
が
い
つ
の
間
に
か
十
メ
ー
ト
ル
先
の
作
品

の
頂
に
登
っ
て
い
る
の
を
見
た
北
村
氏
は
「
例
え
一

歩
一
歩
の
歩
み
は
遅
く
て
も
、
努
力
を
続
け
れ
ば
成

し
遂
げ
ら
れ
る
の
だ
」
と
感
銘
を
受
け
、
こ
の
句
を

残
し
た
。
そ
し
て
１
０
２
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
生
涯

現
役
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
た
そ
う
だ
。 

マ
イ
マ
イ
の
偉
業
に
対
し
て
「
そ
れ
っ
て
意
味
あ

る
の
？
」
な
ど
と
抜
か
す
前
に
、
彼
ら
か
ら
学
ぶ
べ

き
コ
ト
が
も
っ
と
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
様
々
な
保

全
の
取
組
み
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
反
省
す
る
今
日

こ
の
頃
で
あ
っ
た
。 

               

【
文
】 

環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

和
田
慎
一
郎

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野
恵 
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１
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１．一般会計決算 
 
 令和４年度の歳入決算額は５２億６，８２８万１，７２１円となっており，前年度と比較すると７億５，４１４万７，６７３円（１２．５％）の減となりました。歳入の
根幹となる村税は、固定資産税、軽自動車税の増収により１，４７０万円の増、地方交付税は６１７万円の減となっています。普通建設事業や新型コロナ関
連事業の減少により、国庫支出金、都支出金、諸収入、村債が減額となっており、また村債繰上償還の終了に伴い、繰入金も大きく減額となっています。 
  歳出決算額は、４９億９，４９８万６，４２２円となり、前年度と比較すると７億８，２５０万１，９７８円（１３．５％）の減となりました。款別に主な増減をみると、
総務費は村民利用商品券事業を実施しましたが、職員住宅整備や新型コロナウイルス一掃期間協力金事業の終了などにより２億２６９万円（１３．６％）の
減、民生費は母島児童福祉施設整備費、国民健康保険特別会計繰出金の減が大きく１億５，６７９万６千円（１９．９％）の減、衛生費は旧母島診療所撤去
工事、父島クリーンセンター改修の増により２，６５６万３千円（２．１％）の増、農林水産業費は施設整備事業補助の増により２，０５１万２千円（１５．６％）の
増、商工費は観光振興ビジョン策定及び小笠原村観光局業務委託の増により１，０１８万２千円（８．９％）の増、土木費は村道整備及び公園管理事業の減
が大きく７９６万３千円（３．５％）の減、教育費は小笠原小中学校改築工事（体育館棟）に係る増が大きく１億１，５５３万１千円（２６．４％）の増、公債費は繰
上償還終了により３億１７４万５千円（６２．１％）の減、諸支出金は基金積立額の減少により３億１，３６３万９千円（４１．８％）の減となっています。 

【総 括】      

年度 歳入総額（円） 歳出総額（円） 差引（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円） 

令和４年度 5,268,281,721 4,994,986,422 273,295,299 66,644,926 206,650,373 
 
【歳 入】      

科目 決算額（円） 構成比（%） 科目 決算額（円） 構成比（%） 

村税 522,096,251 9.9 分担金及負担金 8,496,756 0.2 
地方譲与税 8,661,000 0.2 使用料及手数料 212,503,490 4.0 
利子割交付金 1,052,000 0.0 国庫支出金 688,437,031 13.1 
配当割交付金 5,620,000 0.1 都支出金 1,034,613,961 19.6 
株式等譲渡所得割交付金 4,333,000 0.1 財産収入 68,151,113 1.3 
法人事業税交付金 14,495,000 0.3 寄附金 20,559,032 0.4 
地方消費税交付金 76,703,000 1.5 繰入金 150,294,591 2.9 
自動車取得税交付金 329 0.0 繰越金 244,940,994 4.6 
環境性能割交付金 1,856,970 0.0 諸収入 96,604,203 1.8 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 128,449,000 2.4 村債 180,200,000 3.4 
地方特例交付金 761,000 0.0       
地方交付税 1,799,453,000 34.2 合計 5,268,281,721 100.0 
【歳 出】 ＜目的別＞ 単位：円   ＜性質別＞ 単位：千円  

科目 決算額（円） 構成比（%）  科目 決算額（千円） 構成比（%） 

議会費 53,437,302 1.1  人件費 1,001,782 20.1 
総務費 1,288,129,517 25.8  物件費 1,553,286 31.1 
民生費 629,892,559 12.6  維持補修費 67,331 1.3 
衛生費 1,283,908,365 25.7  扶助費 91,313 1.8 
農林水産業費 152,309,853 3.0  補助費等 382,673 7.7 
商工費 124,905,270 2.5  普通建設事業費 791,533 15.8 
土木費 216,354,746 4.3  災害復旧費 53,308 1.1 
消防費 21,017,083 0.4  公債費 184,147 3.7 
教育費 552,653,583 11.1  積立金 414,909 8.3 
災害復旧費 51,017,340 1.0  投資及出資金 0 0.0 
公債費 184,146,904 3.7  貸付金 2,400 0.0 
諸支出金 437,213,900 8.8  繰出金 452,304 9.1 
合計 4,994,986,422 100.0  合計 4,994,986 100.0 

 

２．特別会計決算     

会計の名称 歳入総額（円） 歳出総額（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円） 

国民健康保険特別会計 333,590,138 333,590,138 0 0 
簡易水道事業特別会計 326,155,829 326,148,679 0 7,150 
宅地造成事業特別会計 31,352,987 31,352,987 0 0 
介護保険（保険事業勘定）特別会計 88,777,278 88,777,278 0 0 
介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 177,913,606 177,913,606 0 0 
下水道事業特別会計 165,082,913 165,077,633 0 5,280 
浄化槽事業特別会計 17,743,593 17,743,593 0 0 
後期高齢者医療特別会計 37,263,288 37,263,288 0 0 

 

３．基金の残高 （令和４年度末）    

基金の名称 現在高（円）  基金の名称 現在高（円） 

財政調整基金 1,035,147,851  農道維持管理基金 14,282,365 
減債基金 585,391,087  進学助成基金 25,554,998 
公共施設等整備基金 714,571,753  特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 17,286,000 
役場庁舎建設基金 100,229,884  情報通信基盤整備基金 50,454,246 
災害対策基金 89,027,164  ふるさと寄附基金 17,043,540 
土地開発基金 216,716,924  災害復旧・復興特別交付金事業基金 0 
社会福祉推進基金 83,252,273  簡易水道事業基金 21,957,811 
霊園基金 25,483,900  介護保険給付準備基金 74,960,549 
産業振興基金 161,980,803  基金合計 3,265,661,381 
観光振興基金 32,320,233    

 

４．地方債の現在高 （令和４年度末）  ５．村の財政状況を表す指標 ※普通会計 （ ）内は前年度 

会計の名称 現在高（円）  ●財政力指数 ： 0.247 （0.254） 

一般会計 2,004,881,201   この数値が 1 を超えるほど財源に余裕があるとされています。 
簡易水道事業特別会計 1,247,060,666  ●経常収支比率 ： 73.9% （69.9%） 
下水道事業特別会計 469,465,888   人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等を主

にする一般財源収入が充当される割合を示します。この数値が大

きくなるほど財政の弾力性が失われるとされています。 

浄化槽事業特別会計 39,921,269  

現在高合計 3,761,329,024  

  

令和４年度小笠原村決算の報告 
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小笠原村の温室効果ガス排出量は、2022 年に約 17,300 tCO2 でし
た。村民 1 人あたりでは、6.72 tCO2 となり、全国の 1 人あたり排出量
（9.32 tCO2）

(※３)と比較すると少ない値となっています。これは、全国
の排出量では工場などの製造業や企業のオフィスなどで使用されるエネ
ルギーの排出量が多くなるためだと考えられます。 

小笠原村環境課 

2－2270  

小笠原村は「ゼロカーボンシティ」(※１)を宣言し、みんなでゼロカーボン実現に取り組むために「小笠原村地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」(※２)の 

策定を進めています。まずは現状把握のために小笠原村の CO2 などの温室効果ガス排出量推計を調査①と②の方法で行いました。その結果をご紹介します。 

※１ 2050 年までに CO2の排出量実質ゼロにすることを目指す旨を首長もしくは地方公共団体として公表した自治体のこと。 

※２ 温室効果ガスの排出量削減等を推進するための総合的な計画。小笠原村の現況や温室効果ガスの削減目標、その目標を達成するために必要な施策（再エネ導入や省エネ促進など）を記載するもの。 

※３ （出典）温室効果ガスインベントリオフィス（https://www.nies.go.jp/gio/） 

 

 

電力

41.0%その他

59.0%

過去にさかのぼり小笠原村の温室効果ガス排出量の 10 年分の変化を調べました。毎年の変化を一定の基準で把

握するため、小笠原村に輸送される化石燃料や販売される電力量といった統計データや過去の記録が残っているデー

タをもとに調査しました。 

 

今後の取組を考える基礎情報として、様々な分野の聞き取り調査を行い、 

2022 年にそれぞれのエネルギーがどんなことにどれくらい使用されているかを調べました。 

部門別 CO2排出割合 

（軽油起源排出） 

軽油 

主に船舶や大型自動車の燃料として使

用されます。 

小笠原村では、産業・業務ともに船舶

による軽油使用が多くみられます。 

揮発油（ガソリン） 

自動車（自家用車・公用車等）や 

船舶、草刈り機、工事用発電機など 

の燃料として主に使用されています。 

※数値は速報値のため、今後の推計により結果が変動する可能性があります。 

調査①と調査②の総排出量の差異は、調査手法の違いによって生じるものです。 

小さい円グラフに記載している各エネルギーの使用用途分類は右表の通りです。 

電力使用に伴う排出は全体排

出量の 62.7％でした。全国平

均の 41.0％(※３)と比較しても割

合が大きく、A 重油を使用した

火力発電（内燃力発電）が他の

発電方法と比べて CO2 をより多

く排出してしまうことが原因の

ひとつだと考えられます。 

 また、家庭等での電力使用に

よる村民１人あたり排出量は

2.55tCO2 となっており、全国

の１人あたり排出量の

1.22tCO2
(※３)と比較すると高い

値となっています。 

 

 

電力 
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（千t - CO2）

LPG（プロパンガス） 

燃料として家庭・産業で 

主に使用されます。 

A重油 

産業やゴミの焼却で使用 

されます。 

灯油 

給湯器の燃料など 

主に家庭で使用されます。 

 業務

33.7%

産業

47.6%

運輸

18.6%

部門別 CO2排出割合 

（電力起源排出） 

家庭等

59.6%

業務

21.3%

産業

19.0%

部門別 CO2排出割合 

（揮発油起源排出） 
産業

26.2%

運輸

73.8%

エネルギー起源別 

CO2排出割合 

（全国） 

小笠原村の 
エネルギー起源別 

CO2排出割合 
(2022 年値) 

約 17,500tCO2 電力
揮発油

9.1%

軽油

23.3%

62.7％

LPG 
3.8％ 

A重油 1.0％ 灯油 
0.1％ 
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今年も住民健診の時期がやってきました。毎年なんとなく健診を受けていませんか？「いつまでも健康でい

たい！」と誰もがそう願っています。しかし、現実には、健康な身体を維持することは難しく、多くの人は運

動不足や過食、ストレスなどにより、生活習慣病に近づいていきます。健康でいるためには、何よりもまず自

分の身体の状態をしっかり把握しておくことが大切。健診はそのために重要な役割を果たしてくれます。今月

は健康診断を役立てるポイントについてご紹介します。 

予約開始は１１月１日(月)からです。詳細は健康・保健のコーナーをご覧ください。 

 

令和 4 年度の国民生活基礎調査によると

健診等を受けていない人の理由のうち、最も

多かったのが「心配な時はいつでも医療機関

を受診できるから」というものでした。もっ

ともな理由のようにも思えますが、これは大

きな勘違いです。生活習慣病のやっかいなと

ころは、重症化するまで自覚症状がほとんど

現れないことです。言い換えれば、「心配な

時」には、既に症状が進んでしまっているこ

とが多いのです。そうならないように健診は

必ず受診しましょう。 ※令和 4 年度国民生活基礎調査より 

 
 

                                

                                 

                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 285 号 ― 

 

クジラの伝言板 

けんこう通信 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：なんとなく毎年受けていたんだけど、去年の分と比べることが大事なんだね。 

保健師：去年の分だけでなく、ずっと比較して見ていくことが大事です。日々の生活習慣の積み重ねが今のあ

なたの姿となっているんですよ。 

クジラ：去年は一昨年と比べてウエストが大きくなっちゃってたな。今年は減っているといいな～。 

保健師：クジラさん、今日から一緒にウォーキング始めてみましょう！！ 

  

 

令和 4 年度国民生活基礎調査をもとに筆者が作成 

④ 動脈硬化リスクの重複をチェック 
検査項目１つずつ見るだけでなく、複合的に検査項目の結

果をみて、特に肥満・高血圧・脂質異常・高血糖などの動脈

硬化リスクが重複していないか否かもチェックしましょう。 

 

③ からだの SOSをいち早くキャッチ 
生活習慣病の特徴のひとつは、発症初期や予備群の段階

ではほとんど自覚症状がないこと。しかし、早い段階で手

を打てば、病気の進行を抑えられたり、発症を防ぐことが

可能です。 

⑥ 専門家にアドバイスを受ける 
受診の際に医師に健診結果を相談をしたり、結果説明会

で保健師や管理栄養士にアドバイスを聞いてみましょう！ 

① 前回と比較し、基準値内でも、変化に注目 
毎年必ず受診して過去のデータと比較をし、悪化していな

いか数値の変化をチェックしましょう。正常範囲でもだんだ

ん数値が異常値に近づいているようなら要注意です。 

⑤ 生活習慣を振り返るきっかけに 
生活習慣病は、その発症に過食や運動不足、喫煙などのラ

イフスタイルが大きく影響を及ぼしています。検査結果の

異常や悪化は、不適切な生活習慣の表れともいえます。日頃

の生活を振り返り、生活習慣の改善に取り組むなど適切に

対処することが重要です。 

② 再検査、精密検査から逃げない 
早期発見・早期治療のチャンス！要再検査・要精密検査と

判定された方は、なるべく早く医療機関へ受診しましょう。 

8%

10%

11%

11%

19%

37%

0% 10% 20% 30% 40%

健康状態に自身があり、

必要性を感じないから

その時、医療機関に

入通院していたから

費用がかかるから

毎年受ける必要性を

感じないから

時間がとれなかったから

心配な時はいつでも

医療機関を受診できるから

健診や人間ドックを受けなかった理由の割合

健診を役立てるためのポイント！！ 



入港日 出港日
眼科専門診療(父島)(～4日)/歯科休診(父島)(～7日) インフルエンザ予防接種(母島)

母島巡回労働相談/都ノヤギ排除 行政相談所の開設(父島)

定期予防接種(父島) インフルエンザ予防接種(父島)
小笠原村健康診断予約受付(～16日) 父島保育園入園説明会

防災行政無線によるＪアラート試験放送 村ノヤギ駆除
「おが高生夢応援プロジェクト報告会」テレビ放送(・19日)

海保巡視船みかづき一般公開

都ノヤギ排除(・19日)

出港日 入港日
日商簿記検定

住民健診(母島)(・21日)/母島診療所休診(・21日)

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

西島外来植物除去ボランティア申込〆切

小笠原高等学校授業公開週間(～10日) インフルエンザ予防接種(父島)

村ノヤギ駆除

入港日 出港日

インフルエンザ予防接種(父島) 母島診療所(歯科)の休診(～12/9)
身近な小笠原の植物展(～30日)/都ノヤギ排除 ペットの個別相談問合せ〆切

耳鼻咽喉科専門診療(母島)(・９日) 住民健診(父島)(～28日)

防火・防災管理新規講習(父島)(・９日) 西島外来植物除去ボランティア

子ども茶会

都ノヤギ排除(・24日)

乳幼児健診・歯科健診(父島) シロアリ対策事業(第３回)(母島)(～30日)

帯状疱疹ワクチン予防接種(母島)２回目

電話による無料法律相談

育児学級(離乳食)(父島・母島)申込〆切

出港日 インフルエンザ予防接種(父島)
小笠原小学校 学校公開(・11日) 「相撲大会」テレビ放送(26日)

消費税インボイス制度相談会申込〆切 南島外来植物駆除ボランティア

父母交流スポーツ大会(父島) 小笠原小学校 展覧会

都ノヤギ排除(～13日) 都ノヤギ排除(・27日)

耳鼻咽喉科専門診療(父島)(～15日) 入港日
植物講演会 @小笠原世界遺産センター インフルエンザ予防接種(母島)(・28日)

子ども茶会申込〆切 新型コロナワクチン接種予約受付(～12/11)

入港日 乳幼児計測会(母島)
インフルエンザ予防接種(母島)(・14日) 固有森林生態系回復ボランティア(母島)

年末調整等説明会(母島)

公認心理師 子育て個別相談(母島)(・14日)

シロアリ対策事業(第３回)申込(～27日)

消費税インボイス制度相談会(母島) 母島巡回労働相談

年末調整等説明会(父島)/南島ボランティア申込〆切 出港日

消費税インボイス制度相談会(父島) インフルエンザ予防接種(母島)

公認心理師 子育て個別相談(父島)(・16日) 非課税世帯等臨時特別給付金申込〆切

母島巡回ペット診療・相談(・16日)
「オガサワラカワラヒワ保全」住民説明会(母島)

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　1日・6日・8日・10日・13日・15日・17日・20日・22日・24日・27日・29日

16 木

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

水

3 金 18 土

木 17 金2

5 日 20

4 土 19 日

7

月

6 月

火 22 水

21 火

9

8

木 24 金

23 木水

11

10

土 26 日

25 土金

27 月12 日

14

13

火 29 水

28 火月

30 木15 水

11月のカレンダー

文化の日

勤労感謝
の日


